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ば
,

ス テ ロ イ ド治療となるが
, サイ ト メ ガ ロ ウイ

ル ス の 活動性が残存して い れば, 悪化させ る可能

性が ある の で
, 判断に迷 っ た が

, 自然 に血小板数,

凝固系デ ー

タ は改善を認 め たた め特別な治療は要

しなか っ た
.

症例 2 も子宮内胎児発育遅延, 発育停止 にて 選

択的帝王切開で出生 . 出生時に出血斑,
血小板異

常低値が認め ら れ血小板輸血を繰り返 した
. 血清

学的検査 でサイ ト メ ガ ロ ウイ ル ス 感染症 と診断さ

れ た . 退院時に撮影さ れた頭 部 M R I で 孔脳症 が

認め られ た
. 頻度 と して は非常に希で ほ と んど報

告 は な い . 神経学的には所見 な い が今後慎重 に フ

ォ ロ
ー

ア ッ プが必要と考えられる .

5 　 平 成 1 4 年 度 の 母 体 搬 送 ・ 新 生 児 搬 送 例 に つ

い て

須 藤 寛 人 ・ 岡 田 潤 幸 ・ 菊 池 朗

安 田 雅 子 ・ 安 達 茂 実 ・ 高 橋 勇 弥 *

山 口 正 浩 * ・ 阿 部 忠 朗 * ・ 金 子 忠 之 *

邊 見 伸 英 * ・ 星 名 哲 * ・ 竹 内 一 夫 *

沼 田 修 * ・ 鳥 越 克 己 *

長岡赤十字病院産婦人科

長岡赤十字病院小児科
*

平成 1 4 年の 当院に お ける周産期統計および母

体搬送統計 を発表 した .

1 . 分娩母体数 は 9 20 例 , 分娩児数 は 9 42 例 であ

っ た . 多胎数 は 21 例 .

2 . 早産数は 10 0 例 , 早産率は 1 0 .9 % であ っ た .

3 . 低出生体重児数は 1 60 児 , 同率は 1 7 .1 % であ

っ た .

4 . 母体搬送数 は 7 5 例で あ っ た .
こ の うち 3 5 例

が 24 時間以内で 分娩 と な っ た .

5 . 母体澱 送 の 理 由は切迫流産 ･ 早産 が 3 0 例 と

最 も多く,
つ い で前期破水, 子宮内胎児発育

遅延, 多胎 で あ っ た . 妊娠中毒症 , 羊水過多

症, 羊水過少症そ して前置胎盤 の順であ っ た .

6 . N I C U に は院内出生 の 1 0 0 人 と院外出生 4 9

人を取 り扱 っ た .

7 . 新生児搬送 の理 由は消化器疾患 1 0 例 , 呼吸器

疾患 8 例, 先天異常 ･ 染色 体異常7 例, 感染

症 6 例そ の ほ かで あ っ た .

8 . 周産期死亡例 は 1 0 例 ( 同比は 1 0 . 6) で あり,

内訳は死産 が 2 例, 新生児死亡 が 8 例 ( 全例

が重症奇形, 染色体異常, 心奇形など の症例)

で あ っ た .

6　総排泄腔遺残症の低出生体重児例～胎児期，

新生児期の画像所見～

竹 内 一 夫 ・ 鳥 越 克 己 ・ 沼 田 修

星 名 哲 ・ 邊 見 伸 英 ・ 金 子 孝 之

阿 部 忠 郎 ・ 高 橋 勇 弥 ・ 山 口 正 浩

広 田 雅 行 * ・ 内 藤 万 砂 文 * ・ 須 藤 寛 人 * *

安達茂實**・安田雅子**

菊池朗**・岡田潤幸**

長岡赤十字病院小児科

長岡赤十字病院小児外科
*

長岡赤十字病院産婦人科
* *

妊娠 2 8 週より胎児腹水を指摘 されて い た . 2 8

週 5 日に胎児腹腔穿刺を行 い
, 腹水を 24 5 m l 採取

した . 腹水中に多数 の 扇平上皮と好中球を認め た
.

その 翌日より再度, 多量の 腹水貯留を認め た . 3 0

週 4 日に胎児腹腔穿刺と腰帯穿刺を行 っ た . 腹水

中に炎症細胞 の 出現 を認め, 扇平上皮は認め なか

っ た . 磨帯血で は C R P が 10 .4 m g / dl で あ っ た . そ

の 後, 腹水は認め なか っ た が艦内の 液体貯留と水

腎症 が出現 した
. 在胎 32 週 ,

16 64 g で出生 した
,

総排港腔遺残症 ,
フ ァ ロ

ー

四徴症 , 鋳月工, 直腸腫

痩, 水腎症, 水腫症 と診断した
. 尿中に腰 内腔 の

扇平上皮が混入 して い る こ と か ら
, 胎児期に は尿

が尿道か ら排尿されず, 腫, 子宮, 卵管を通 っ て

腹腔 へ 流出 し尿腹水と な っ て い ると考えら れ る .

尿に混入 した胎便が卵管炎か ら卵管癒着, 腹膜炎

を惹起 して い る と考え られ る . 卵管閉塞 により,

水腹症, 水腎症 と なる と考えられ る .

7　福島県の新生児外科

大 沢 義 弘 ・ 近 藤 公 男 ・ 渡 辺 真 実

太田西 ノ 内病院小児外科

福島県の 人口 は約 2 10 万人, 年間出生数 は約 2




